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注
意

・誤った使用方法でお子さまが傷を負う可能性がありますので、ご使用の前に  

必ずこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

・本書はいつでも見られる場所に大切に保管してください。

・本製品を他の方にお譲りになるときには、必ず本書もあわせてお渡しください。

・本製品を3年以上ご使用の場合、生地等の経年劣化により、本来の性能を果せず危険を招

くおそれがあります。不測の事態に備えてご使用をお控えください。

・体型や体格などの違いにより、サポート感には個人差があります。よって、すべての方に

同様のサポート感が得られるとは限りません。

・この製品は、「タテ対面だっこ」専用です。

日常のお手入れ

洗濯についてのご注意

●洗濯は水またはぬるま湯で押し洗いし、形を整えて日陰で平干ししてくだ

さい。

●軽い汚れの場合は、湿らせた布でたたいて落としてください。

お子さまのよだれなどが生地に付きますと、生地がかたくなる場合がありま

すのでその際には早めに洗濯してください。かたくなった生地でお子さまの

肌を傷つけるおそれがあります。

●色落ちすることがありますので、他の洗濯物とは別に洗ってください。　 

また、つけ置き洗いも避けてください。

●漂白剤、蛍光剤入りの洗剤は肌あれ・湿疹などの原因となりますので、使

用しないでください。

●洗濯機、脱水機、乾燥機の使用はしないでください。バックルなどの破損

につながるおそれがあります。

●洗濯表示、生地素材については、製品本体に縫製されております洗濯ラベ

ルをご参照ください。

お使いいただく前に

警告

注意

このたびはミリヨッカ　スタイルボニータをお買い上げいただき、ありがとうございます。

この製品は、お子さまを「だっこ」しながら使用者の良い姿勢を促すためのものです。ご使用

の前に「各部のなまえ」をご確認いただき、本書をよくお読みの上、正しくお使いください。

●この製品は疾病を治癒したり、痩せるためのものではありません。

●この製品は、「タテ対面だっこ」専用です。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、使用者およびお子さ

まへの危害や物的損害を未然に防止するためのものです。また注意事項は、危害や物

的損害の大きさと危害の度合いを示すもので、誤った取り扱いをすると生じることが

想定される内容を「警告」「注意」の2つに区分しています。

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

誤った取り扱いをすると、人

が死亡または重傷を負うおそ

れがある内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人

が傷を負ったり、物的損害が

想定される内容を示します。

枠の中（ご覧のページ下部）に具体的な注意内容が書かれています。

記号は警告・注意を促す内容があることをお知らせするためのものです。

首がすわっていないお子さまは、絶

対に使用しないでください。お子さ

まの身体に思わぬ負担をかけたり、

障害を負うおそれがあります。

使用時には、必ずお子さまの両手を

ベビーキャリーから外側に出してく

ださい。お子さまが落下するおそれ

があります。

授乳後30分以内やフィットアップベ

ルトを機能させる場合は、連続15分

間以上、通常のだっこでは連続1時

間以上の使用はしないでください。

お子さまや使用者に思わぬ負担をか

けるおそれがあります。また、使用

者が痛みや不快を感じたときは使用

を中止してください。

製品を火の近くや屋外に放置しない

でください。熱や雨水などでバック

ルや生地などが変質し、事故につな

がるおそれがあります。

ベビーキャリー部はお子さまをだっ

こする以外の目的では、使用しない

でください。破損・故障の原因にな

ります。

タテ対面だっこ以外の使用方法では、

使用しないでください。お子さまや

使用者に思わぬ負担をかけるおそれ

があります。

お子さまのわきの下からベビーキャ

リーまでの間が約4ｃｍ（指3本分）

以上ある場合は、アジャストファス

ナーを開いてください。開かずに使

用すると、お子さまが落下するおそ

れがあります。

製品のほつれ、傷、やぶれを見つけ

たとき、またバックルなどの部品が

破損したときには、すぐに使用を中

止してください。そのまま使用する

と、故障や事故につながるおそれが

あります。

ベルトの先端の返し縫い部分をほど

いたり、製品を改造しないでくださ

い。故障や重大な事故につながるお

それがあります。

だっこするときは、必ず手で支えて

ください。お子さまの予期せぬ動き

に対応できず、落下するおそれがあ

ります。

お子さまの乗せおろしは、立ったままで

行わず、必ず「しゃがむ、座る」などの

低い姿勢で行ってください。お子さま

が暴れたり、使用者の手がすべってお

子さまが落下するおそれがあります。

使用中に走ったり、飛び跳ねたり45 °

以上の前かがみや横曲げなどの無理

な姿勢はしないでください。お子さま

が落下するおそれがあります。

新生児 首がすわってから 18ヵ月（12㎏まで）　　　　　　　　30ヵ月

体重：12㎏まで　　　　参考月齢：首がすわってから18ヵ月頃まで

※左表は、20～30代女性の体型デー
タの内、90％をカバーするものです。
この範囲を超える方は使用できない
場合があります。

極端にサイズの大きすぎるものの使用は、
お子さまが不安定になり落下のおそれがあ
りますので、おやめください。

※冬場など厚着をしますと、お子さまの体格によって
は使用できなくなることがあります。お子さまの体
格を考慮し、無理のない服装でご使用ください。

4cm以上

使う前の準備

スタイルサポートパッドのつけかた

お子さまの乗せかた

はずしかた

ご使用の前に

安全にお使いいただくために

各部のなまえ

お手入れ

品質保証書

■使用者の適正サイズについて

150c m ～

40k g ～ 45k g ～ 50k g ～ 55k g ～

155c m ～

160c m ～
165cm～170cm

60kg～65kg
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告

警
告

注
意

ストッパー

アジャストホック

アジャストファスナー

足ぐりベルト

サイドバックル

バックルラダー

スタイルサポートパッド

フィットアップパッド 背アジャスター

ベビーキャリー

フィットアップベルト

フィットアップベルト

118186020　　　08.9

ミリヨッカのスタイルボニータは

赤ちゃんと一緒に、日常生活の中での

姿勢づくりをお手伝いします。

商品に関するお問い合わせ、部品購入、修理などのご相談は、コンシューマープラザにて対応いたします。

コンシューマープラザ（Customer Service Center）

受付時間：10時～17時（日、祝祭日、年末年始を除く）

〒339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田271
TEL.（048）797-1000　FAX.（048）798-6109

＊ホームページでのご案内　http://www.combi.co.jp/soudan/faq_baby.htm

Web上にコンビの育児サイトを開設しています

コンビの製品＆育児情報サイト・コンビタウン



4cm以上

使う前の準備 スタイルサポートパッドのつけかた

はずしかた

スタイルボニータの使いかた

1

2
はずす

スタイルサポートパッド

くぐりながら脱ぎます。

●使用する前に必ず説明に従っ
て準備してください。

●スタイルサポートパッドのバッ
クルラダー左右をはずします。
（スタイルサポートパッドを
使用者側に向けてください）

スタイルサポートパッド
に両手を通す。

1 ストッパーをゆるめる。
低い位置に腰かけ、安全を
十分に確認したうえで、お
子さまを支えながらストッ
パーをゆるめます。

2 お子さまをおろす。
ベビーキャリーの背生地を十分に広げ
お子さまをおろします。

3 スタイルサポートパッドをはずす。
サイドバックルを左右はずしたあと、ベビーキャリー部のみを持ち上げくぐ
ります。

スタイルサポートパッドと
ベビーキャリーの間に頭を
くぐらせる。

3 整える。
スタイルサポートパッドの腰部
をなるべく下方へ引き下げるよ
うに整えてください。下げるほ
ど体感が得られます。

4 左右のサイドバックルを
とめる。

『カチッ』と音がするまで差し込
みます。
スタイルサポートパッドの腰部
を下方へ下げながらとめてくだ
さい。

5 フィットアップベルトを調節する。
※姿勢サポートのための重要なベルトです。ご自身で苦しくない程度に「肩が開

いた」と感じるポイントになるよう、ベルトの長さを調節しましょう。

●鏡などに姿を映し、スタイルサポート
パッドの状態を確認してください。

お子さまの乗せかた

1 乗せる準備をする。
背アジャスターのストッパーをゆるめ、ベビーキャリーの背生地を十分に広
げます。

お子さまの足を通す

2 お子さまを乗せる。
使用者が低い位置に腰をかけ、安全を十分確認したうえで、お子さまの両
足を足ぐりベルトに通し、乗せてください。

乗せおろし時は立ったままで行わず、必ず低い姿勢で行ってください。
お子さまが落下するおそれがあります。

使用時に痛みなどの違和
感を感じた場合は、フィッ
トアップベルトをゆるめ
てお使いいただくか、使
用を中止してください。

注
意

上記のチェックポイントを守らない
と、お子さまのわきがうっ血するお
それがあります。

警
告

3 背アジャスターのひもを締める。
お子さまを抱きかかえるようにしながら、背アジャスターの長さを、お子さま
がほどよく使用者へ密着する程度（手のひらが入る程度）に調節し、ストッパー
が効いているか確認します。

矢印の方向へスライドす
るとしまります。

※お子さまを乗せやすくするため背アジャスター
は長めにできています。締めた後の余分なひも
がじゃまな場合は蝶結びなどでまとめてください。

左右のフィットアップベルトを
同じ長さに調節してください。
お子さまとの間にすき間があき
すぎたり、左右のベルトの長さ
が違うと、お子さまが不安定に
なり落下のおそれがあります。
必ず適切な長さに調節してご使
用ください。

●ベルトをゆるめる
（姿勢サポート感が減少します。）
バックルラダーの先端を指で起こし、
ベルトを動かします。

●ベルトを締める
（姿勢サポート感が増します。）
両方のフィットアップベルトを内側に
向けて引っぱります。

通常のだっこ
●フィットアップベルトを機能させません。
普段の自然な姿勢と感じるポイントになるようにベル
トの長さを調節します。（連続しての使用は1時間以
内にしてください）

チェック　  ポイント

4 装着の状態をチェックする。
鏡などに姿を映し、だっこの状態・姿勢の状態を最適な状態にしてください。

●ねじれ・折れていませんか？　　
フィットアップベルト　　　
フィットアップパッド

●良い姿勢になっていますか？　
　「美しい姿勢のつくりかた」（別紙）を参照してください。

肩の位置　　　
背中のライン

●フィット感は？　　　
背アジャスターはゆるんでいませんか？　　　
背アジャスターは均一にしまっていますか？　　　
スタイルサポートパッドはフィットしていますか？

●お子さまについて　　
わきの下がベビーキャリーにあたっていませんか？　　

・お子さまのわきの下からベビーキャ
リーまでの間が約4cm（指3本分）
以上ある場合は、アジャストファ
スナーを開いてください。開かず
に使用すると、お子さまが落下す
るおそれがあります。

・使用時は背アジャスターのひもが
ゆるんでいないことを必ず確認し
てください。お子さまが落下する
おそれがあります。 

矢印の方向へスライドすると
ゆるみます。

十分に広げます。

ストッパー

足ぐりベルト

アジャスト
ホックアジャスト

ファスナー

●アジャストファスナーを閉じて使う

お子さまがまだ小さく、わきの下とベビー
キャリーの間があまりない場合には、
アジャストファスナーを閉じて、アジャ
ストホックをとめてご使用ください。
（6ヵ月ころまでが目安です）

アジャストファスナーを閉じた状態でも、
お子さまのわきの下にベビーキャリー
があたってお子さまが埋もれてしまう
場合には、「お尻の下にタオルを敷く」
などしてお子さまのお尻の高さを調節
してください。

アジャストファスナーで深さを調節する

●アジャストファスナーを開いて使う

お子さまのわきの下からベビーキャリーま
での間が約4cm（指3本分）以上ある場合
は、アジャストファスナーを開いてくださ
い。

バックルラダー

カチッ

矢印の方向へボタン
をスライドさせなが
ら動かします。

サイドバックルをはずします。

姿勢サポートのためのだっこ
●フィットアップベルトを機能させます。
苦しくない程度に「肩が開いた」と感じるポイントに
なるようにベルトの長さを調節します。（連続しての
使用は15分以内にしてください）

警
告

警
告

注
意

どちらでも使うことができます。

スタイルサポート
パッド

サイドバックル

内側に

フィット
アップベルト

フィットアップ
ベルト

サイド
バックル

フィットアップ
パッド

フィットアップ
ベルト

背アジャスター

ベビーキャリー

スタイル
サポートパッド

ストッパー

ストッパーをゆる
めるには

フィットアップベルト

バックルラダー

フィットアップ
ベルト

ストッパー


